
学習のまとめと表現 アジア州の学習を振
ふ

り返って整理しよう 
教科書対応ページ p.65(参照するページ p.50～63) 

➀【ワードチェック】アジアで学習してきた次の言葉が説明できたら，□に印

を入れよう。 

 

□ 植民地 

□ 発展途上国 

□ 季節風（モンスーン） 

□ アジアＮＩＥＳ
ニ ー ズ

 

(新興工業経
けい

済
ざい

地
ち

域
いき

) 

□ 「一人っ子政
せい

策
さく

」 

□ 少数民族 

□ シルクロード 

□ 経済特区 

□ プランテーション 

□ 東南アジア諸
しょ

国
こく

連合 

（ＡＳＥＡＮ） 

□ 穀
こく

倉
そう

地帯 

□ 情報通信技術(ICT)産業 

□ 産油国 

□ 石油輸出国機構(OPEC) 

□ レアメタル 

 年 組 番 名前         

支配する国によりさまざまな権利を奪われ，多くの制約を受けている地域・領土。 

現在，経済が発展しつつある国々。 

季節により風向きが逆になる，日本などアジアの暮らしに影響の大きい風。 

1980 年代のアジアで，発展途上国の中でも急速に経済成長を果たした国々や

地域。大韓民国(韓国)，台湾，香港(ホンコン)，シンガポールをさす。 

中国で 1979～2015 年に実施されていた，一組の夫婦が産み育てる子どもは

一人だけとする政策。 

多民族が暮らす国家の中で，人口に占める割合が低い民族。 

西アジアや地中海の沿岸地域と中国を結び，中国の絹などを西方の諸国に，西

方からは馬やぶどう，仏教などを中国に運んだ交通路。 

税金などの負担を軽くして外国企業を招き，外国企業から高度な技術や資金を

導入し，経済を発展させるために設けられた地域のこと。 

熱帯気候や亜熱帯性の気候の地域で，輸出のために単一の農作物を大規模に

栽培している農業や大農園のこと。 

2023 年 7月現在，東南アジア１０か国で構成される組織で，加盟している各

国が経済成長し，人口も増加した結果，地域協力機構として注目されている。 

米や麦などの穀物を大規模に栽培している農業地帯。 

コンピューターなどを使った，情報と通信に関する産業やそれらの技術の総称。 

石油輸出がその国の経済の主要な部分を占める，原油を産出する国のこと。 

「自国の資源は自国で開発する」という考えから，1960 年にサウジアラビアな

どの産油国５か国による結成に始まる組織で，石油価格の決定に力を持つ。 

自然界に存在する量が少なく，費用や技術の面で掘り出すことが難しい金属。 

 

解答例 

掲載されている解答は,一つの例です。 

自分の解答が正しいか気になった場合は, 

先生に質問してみましょう。 


